
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成24年２月13日

【四半期会計期間】 第３期第３四半期(自  平成23年10月１日  至  平成23年12月31日)

【会社名】 日本リーテック株式会社

【英訳名】 NIPPON RIETEC CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　原 　洋 二

【本店の所在の場所】 東京都北区西ヶ原一丁目52番10号

【電話番号】 03（3917）8152

【事務連絡者氏名】 経営管理本部　財務部長　佐 藤　正 樹

【最寄りの連絡場所】 東京都北区西ヶ原一丁目52番10号

【電話番号】 03（3917）8152

【事務連絡者氏名】 経営管理本部　財務部長　佐 藤　正 樹

【縦覧に供する場所】 日本リーテック株式会社　中央支店

　 (千葉県松戸市上本郷701)

　 日本リーテック株式会社　東北支店

　 (宮城県仙台市宮城野区岩切字分台32番７号)

　 日本リーテック株式会社　中部支店

　 (愛知県あま市上萱津北ノ川47)

　 日本リーテック株式会社　関西支店

　 (大阪府大阪市北区本庄西二丁目21番４号)

　 株式会社東京証券取引所

　 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　 (注)　上記の東北支店及び関西支店は、法定の縦覧場所ではないが、投資家の便宜

を考慮し縦覧に供する場所としている。

　

EDINET提出書類

日本リーテック株式会社(E00185)

四半期報告書

 1/21



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第２期
第３四半期
連結累計期間

第３期
第３四半期
連結累計期間

第２期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 28,689,065 30,163,026 45,987,413

経常利益 (千円) 2,382,221 2,676,719 4,626,886

四半期(当期)純利益 (千円) 1,833,925 2,442,324 3,312,982

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,650,255 2,317,110 3,087,701

純資産額 (千円) 18,714,607 22,274,531 20,152,053

総資産額 (千円) 53,894,975 53,128,708 50,019,134

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 72.03 95.93 130.12

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 34.7 41.9 40.3

　

回次
第２期
第３四半期
連結会計期間

第３期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 34.20 30.22

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

４．第２期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理している。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ない。また、主要な関係会社に異動はない。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。また、前事業年度の有価

証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はない。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況 

　 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災及び原子力発電所事故の影響により

停滞していた経済活動が一部回復傾向にあるものの、長期化する円高や株価の低迷、タイ国で発生した

大洪水被害の影響が懸念されるなど、景気の先行きについては依然不透明な状況が続いた。

　建設業界においては、東日本大震災の復興に伴う建設投資の需要が見られ、公共設備投資については補

正予算の効果もあり底堅い動きを見せたものの、民間設備投資については企業収益が減少傾向にあるこ

とから、依然として受注・価格競争は厳しい環境で推移した。

　このような状況のもと、当社グループの当第３四半期の連結業績については、受注高は325億６千４百

万円（対前年同期比7.3％増）、売上高は301億６千３百万円（対前年同期比5.1％増）となった。

　利益については、経営の効率化を推進し、収益の向上に努めた結果、営業損益は12億４千１百万円の営

業利益（前年同期は８億６百万円の営業利益）、経常損益は26億７千６百万円の経常利益（前年同期は

23億８千２百万円の経常利益）、四半期純損益は24億４千２百万円の四半期純利益（前年同期は18億３

千３百万円の四半期純利益）となった。

 

セグメントの業績は次のとおりである。 

 

( 電気設備工事業 ） 

　電気設備工事業については、受注工事高は325億６千４百万円（対前年同期比7.3%増）、完成工事高は

284億３千４百万円（対前年同期比6.9％増）、営業利益は25億９千万円（前年同期は22億３千４百万円

の営業利益）となった。

［鉄道電気設備部門］ 

  鉄道電気設備工事については、東日本旅客鉄道株式会社の安全・安定輸送に伴う設備更新工事及び独

立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構の新幹線工事等により、受注工事高は213億４千４百万円、

完成工事高は214億９百万円となった。

［道路設備部門］ 

  道路設備工事については、首都高速道路株式会社の標識工事及び警視庁・各警察本部の交通信号機工

事等により、受注工事高は62億８千万円、完成工事高は34億４千７百万円となった。
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［屋内外電気設備部門］ 

　屋内外電気設備工事については、官公庁施設の電気設備及び金融関係施設の電気設備等の工事により、

受注工事高は26億１千３百万円、完成工事高は17億６千８百万円となった。

［送電線設備部門］ 

　送電線設備工事については、電力会社各社及び東日本旅客鉄道株式会社の架空・地中送電線路等の工

事並びに移動体基地局等情報通信工事により、受注工事高は23億２千６百万円、完成工事高は18億９百

万円となった。

　
（ 兼 業 事 業 ） 

　兼業事業については、売上高17億２千８百万円（対前年同期比16.8%減）、営業利益は６千９百万円

（前年同期は７千１万円の営業利益）となった。

　

（注）当社は、セグメント利益について、各セグメントの営業利益としている。

　
（２）財政状態の分析 

　当第３四半期連結会計期間末の総資産については、繰延税金資産で４億３千５百万円の減少、受取手形

・完成工事未収入金等で26億３千３百万円の増加、未成工事支出金で11億８百万円の増加があり、前連

結会計年度末に比べ31億９百万円増加し、531億２千８百万円となった。

　負債については、短期借入金で77億６千４百万円の増加、未成工事受入金で15億４百万円の減少、長期

借入金で13億８千２百万円の減少により、前連結会計年度末に比べ９億８千７百万円増加し、308億５千

４百万円となった。

　純資産については、利益剰余金で22億４千８百万円の増加、その他有価証券評価差額金で１億２千５百

万円の減少があり、前連結会計年度末に比べ21億２千２百万円増加し、222億７千４百万円となった。

　
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが事業上及び財務上の対処すべき課題について、重

要な変更はない。　

　
（４）研究開発活動 

　該当事項なし。 

　
（５）主要な設備 

　電気設備工事業において、前連結会計年度末に計画中であった尾久事務所の建替工事については、平成

23年８月に完了した。 
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,617,71725,617,717
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株である。

計 25,617,71725,617,717― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項なし。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項なし。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項なし。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年10月１日～
平成23年12月31日

― 25,617,717 ― 1,430,962 ― 649,201

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしている。
　

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 　 157,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,305,000
25,305 ―

単元未満株式
普通株式

155,717
― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 25,617,717― ―

総株主の議決権 ― 25,305 ―

(注)１　「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が9,000株(議決権９個)含まれ

ている。

２　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式558株が含まれている。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
日本リーテック株式会社

東京都北区西ヶ原
一丁目52番10号

157,000 ― 157,000 0.61

計 ― 157,000 ― 157,000 0.61
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２ 【役員の状況】

該当事項なし。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載し

ている。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,203,319 3,017,164

受取手形・完成工事未収入金等 18,511,277 21,144,630

未成工事支出金 3,616,969 4,725,306

商品及び製品 23,291 135,635

仕掛品 9,854 13,292

材料貯蔵品 226,908 335,910

繰延税金資産 662,064 226,587

その他 345,057 358,758

貸倒引当金 △11,033 △10,934

流動資産合計 26,587,711 29,946,354

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 4,662,637 4,743,757

機械・運搬具（純額） 137,364 135,622

工具器具・備品（純額） 103,819 101,762

土地 9,505,100 7,104,781

リース資産（純額） 764,756 699,732

建設仮勘定 212,100 1,973,044

有形固定資産合計 15,385,780 14,758,701

無形固定資産 196,836 236,311

投資その他の資産

投資有価証券 7,377,455 7,585,322

その他 484,589 621,714

貸倒引当金 △13,237 △19,695

投資その他の資産合計 7,848,806 8,187,341

固定資産合計 23,431,423 23,182,354

資産合計 50,019,134 53,128,708
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 9,164,450 8,142,424

短期借入金 2,422,000 10,186,000

未払法人税等 762,268 71,190

未成工事受入金 3,517,255 2,012,373

完成工事補償引当金 2,555 1,565

災害損失引当金 32,035 －

賞与引当金 1,209,466 391,794

その他 1,575,032 1,346,197

流動負債合計 18,685,064 22,151,547

固定負債

長期借入金 1,792,000 410,000

退職給付引当金 4,867,443 4,786,020

役員退職慰労引当金 141,412 101,524

負ののれん 3,580,697 2,685,523

その他 800,463 719,561

固定負債合計 11,182,016 8,702,629

負債合計 29,867,081 30,854,177

純資産の部

株主資本

資本金 1,430,962 1,430,962

資本剰余金 3,188,408 3,188,408

利益剰余金 15,276,870 17,524,924

自己株式 △51,654 △52,016

株主資本合計 19,844,586 22,092,277

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 307,467 182,253

その他の包括利益累計額合計 307,467 182,253

純資産合計 20,152,053 22,274,531

負債純資産合計 50,019,134 53,128,708
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 ※１
 28,689,065

※１
 30,163,026

売上原価 25,466,642 26,629,728

売上総利益 3,222,423 3,533,298

販売費及び一般管理費 2,415,949 2,291,923

営業利益 806,474 1,241,375

営業外収益

受取利息 3,244 1,455

受取配当金 77,375 79,193

不動産賃貸料 144,124 113,468

経営指導料 28,932 13,255

負ののれん償却額 895,174 895,174

持分法による投資利益 542,985 463,093

その他 127,742 83,093

営業外収益合計 1,819,579 1,648,734

営業外費用

支払利息 82,986 74,638

不動産賃貸費用 128,246 132,250

その他 32,599 6,502

営業外費用合計 243,832 213,390

経常利益 2,382,221 2,676,719

特別利益

移転補償金 ※２
 －

※２
 815,582

貸倒引当金戻入額 6,893 －

その他 101 16,455

特別利益合計 6,995 832,037

特別損失

固定資産除売却損 82,843 17,605

減損損失 13,730 227,948

投資有価証券評価損 52,174 15,238

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 20,337 －

その他 3,424 5,625

特別損失合計 172,509 266,417

税金等調整前四半期純利益 2,216,707 3,242,339

法人税、住民税及び事業税 85,807 261,091

過年度法人税等 － 153,423

法人税等調整額 296,974 385,500

法人税等合計 382,781 800,014

少数株主損益調整前四半期純利益 1,833,925 2,442,324

四半期純利益 1,833,925 2,442,324
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,833,925 2,442,324

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △165,316 △130,198

持分法適用会社に対する持分相当額 △18,352 4,984

その他の包括利益合計 △183,669 △125,213

四半期包括利益 1,650,255 2,317,110

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,650,255 2,317,110

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

（連結の範囲の重要な変更）

シーディーシグナル㈱は、第１四半期連結会計期間において㈱保工東京と合併し消滅したため、連結の範囲か

ら除外している。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)
 

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用している。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
　

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

偶発債務

下記の銀行借入について保証を行っている。
       　従業員の福利厚生制度による住宅融資
                                        69,407千円

偶発債務

下記の銀行借入について保証を行っている。
       　従業員の福利厚生制度による住宅融資
                                        58,798千円

　
(四半期連結損益計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

※１　　当社グループの売上高は、通常の営業形態として

第４四半期連結会計期間に工事の完成引渡しが集

中するため、第１四半期連結会計期間から第３四

半期連結会計期間における売上高に比べ、第４四

半期連結会計期間の売上高が著しく多くなると

いった季節的変動がある。

※１　　　　　　　　同左

 

 

 

―――――――――― ※２　移転補償金の内容

「北品川五丁目第１地区第一種市街地再開発事

業」に伴う事務所移転の損失補償金

815,582 千円

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれんの償却額

は、次のとおりである。

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

　

減価償却費 464,871千円

負ののれん償却額 895,174

　

減価償却費  522,308千円

負ののれん償却額 895,174

　
　

　

EDINET提出書類

日本リーテック株式会社(E00185)

四半期報告書

15/21



　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 229,169 9.00平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項なし。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がない。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 190,952 7.50平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項なし。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がない。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント

調整額
（千円）

四半期連結損益
計算書計上額
（千円）

電気設備
工事業
（千円）

兼業事業
（千円）

合計
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 26,610,7752,078,29028,689,065 ― 28,689,065
  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 220 242,477242,697△242,697 ―

計 26,610,9952,320,76728,931,762△242,69728,689,065

セグメント利益 2,234,43271,9272,306,359△1,499,885806,474
　

(注)　１　セグメント利益の調整額△1,499,885千円には、セグメント間取引消去△27,397千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,472,488千円が含まれている。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費

である。

      ２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　全社資産である売却予定の土地・建物について減損損失13,730千円を計上している。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント

調整額
（千円）

四半期連結損益
計算書計上額
（千円）

電気設備
工事業
（千円）

兼業事業
（千円）

合計
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 28,434,2191,728,80630,163,026 ― 30,163,026
  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 40 311,981312,021△312,021 ―

計 28,434,2592,040,78830,475,048△312,02130,163,026

セグメント利益 2,590,28369,3432,659,626△1,418,2511,241,375
(注)　１　セグメント利益の調整額△1,418,251千円には、セグメント間取引消去△49,050千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,369,200千円が含まれている。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費

である。

      ２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　全社資産である売却予定の土地・建物について減損損失227,948千円を計上している。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 72円03銭 95円93銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 1,833,925 2,442,324

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,833,925 2,442,324

    普通株式の期中平均株式数(株) 25,462,043 25,459,979

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

　
　
　
(重要な後発事象)

該当事項なし。
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２ 【その他】

該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月10日

日本リーテック株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    高　村　　　　守   　　 印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    金　井    睦　美 　　   印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本
リーテック株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平
成23年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本リーテック株式会社及び連結子会社の平
成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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